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抹茶ぷりん

湯葉と手毬麩の お吸い物

バラちらし

4月から新しいイベント食 「花想い」シリーズ が始まりました！

2025.5

ボヌール

午後
の調理

レクで、

きれ
いな
色のフ

ワフワ抹茶蒸しパンを作りました。蒸したては格別でしたね

♪

竹の子そぼろあん

夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
・
・
・
。
。

「
八
十
八
夜
」
と
は
、
立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
日
目
、

五
月
初
旬
の
、
茶
摘
み
作
業
を
始
め
る
目
安
の
日
の
こ
と
。

こ
の
日
に
摘
ん
だ
新
茶
を
飲
め
ば
、
一
年
を
元
気
に

さ
わ
や
か
に
過
ご
せ
る
、
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
埼
玉
に
は
「
狭
山
茶
」
が
あ
り
ま
す
ね
。

狭
山
茶
の
歴
史
は
長
く
、
鎌
倉
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
、
外
国
人
商
人
に
よ
っ
て

横
浜
港
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
へ
「
S
A
Y
A
M
A
」

の
名
で
輸
出
さ
れ
、
珍
重
さ
れ
た
銘
茶
で
す
。

埼
玉
は
茶
産
地
と
し
て
は
日
本
の
最
北
。
冬
は
霜
が

降
り
る
冷
涼
地
な
の
で
、
茶
葉
に
厚
み
が
あ
り
ま
す
。

葉
が
厚
い
ぶ
ん
、
味
わ
い
は
重
厚
、
香
り
が
強
い
。

こ
の
特
徴
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
好
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

摘
ん
だ
茶
葉
は
、
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い

「
狭
山
火
入
れ
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
な
製
法
で
お
茶
に
し
ま
す
。

手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
甘
み
と
保
存
性
を
引
き
出
す
製
法
。

な
ぜ
手
間
を
か
け
た
か
。
埼
玉
の
気
候
で
は
茶
葉
の
収
穫
は

年
に
二
回
だ
け(

温
暖
な
鹿
児
島
で
は
五
回)

。
収
穫
量
が
少
な
い

か
ら
こ
そ
、
こ
だ
わ
っ
て
情
熱
を
注
い
だ
の
で
し
ょ
う
。

希
少
性
が
、
質
と
価
値
に
つ
な
が
っ
た
、
と
言
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
世
に
通
所
施
設
は
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
中
、

、

専
門
職
が
個
別
に
リ
ハ
を
提
供
す
る

ボ
ヌ
ー
ル
デ
イ
ケ
ア
は
、

い
わ
ば
希
少
な
狭
山
茶

ど
う
ぞ
味
わ
い
尽
く
し
て
下
さ
い
。



、

今年も『暑熱順化』を始める時期になりました！

『暑熱順化』とは、体が暑さに慣れること。

暑熱順化ができていないと、体の熱をうまく外に逃がすことが

できず、熱中症になる危険性が高まります。

熱中症は命にかかわることがあります。

台風や大雨等の災害と同様、 熱中症に対しても「防災意識」を

持つことが必要です。

熱中症は予防できる気象災害。「備える」意識が重要です。

どうやって備える？

軽い筋トレ、体操、運動、湯船につかる入浴など、汗をかくことを

週３回程度 意識的におこなって、体を慣れさせていきます。

そう！ボヌールデイで暑熱順化できるんです！

◎リハスタッフの指導のもと、ひとりひとりに適した運動

◎介護スタッフの介助や声掛け・見守りのもと、安全に入浴

可能であれば、 週３回程度の継続利用をおすすめします。

熱中症という気象災害に、しっかり備えましょう

夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
・
・
・
。
。

足
を
肩
幅
に
開
き
、

お
な
か
に
力
を
入
れ
て

背
中
を
伸
ば
し
た
ま
ま

前
傾
し
て
、
止
め
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・

ゆ
っ
く
り
戻
り
ま
し
ょ
う
。

お
な
か
に
力
を
入
れ
、

足
う
ら
で
マ
ッ
ト
を

押
し
て

お
し
り
を
少
し
浮
か
せ
、

止
め
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・

ゆ
っ
く
り
お
ろ
し
ま
し
ょ
う
。

※
息
を
止
め
ず
に
お
こ
な
い
ま
す
。


